


3

ま
え
が
き

　
本
書
は
、
ノ
ー
マ
ン
・
マ
ク
レ
オ
ド
の
『「
日
本
古
代
史
の
縮
図
」
の
た
め
の
挿
し
絵
集
』（Illustrations to the　

Epitom
e of the Ancient History of Japan

）
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
い
わ
ゆ
る
「
日
ユ
同
祖
論
」（
日
本
・
ユ
ダ
ヤ

同
祖
論
）
の
論
点
の
幾
つ
か
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
マ
ク
レ
オ
ド
は
、
一
九
世
紀
、
明
治
時
代
初
期
の
日
本
に
約
一
二
年
滞
在
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
商
人
で
あ
る
。

彼
は
「
日
ユ
同
祖
論
」
を
説
い
た
人
物
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。「
日
ユ
同
祖
論
」
と
は
、
文
字
通
り
に
は
、
日
本

人
と
ユ
ダ
ヤ
人
（
イ
ス
ラ
エ
ル
人
）
は
同
じ
先
祖
か
ら
来
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
先
祖
に
お
い
て
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
説
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
そ
れ
だ
け
の
意
味
で
は
な
い
。
日
本
人
が
混
血
民
族
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
日

本
人
の
中
に
は
北
方
系
民
族
、
南
方
系
民
族
、
ま
た
朝
鮮
半
島
か
ら
や
っ
て
来
た
民
族
な
ど
、
様
々
な
血
が
混
ざ
っ

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
様
々
な
民
族
の
中
に
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
人
も
い
て
、
彼
ら
も
ま
た
日
本
人
を
形
成
す
る
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民
族
の
一
つ
と
な
っ
た
、
と
い
う
説
が
あ
る
。

　
そ
し
て
彼
ら
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、
単
に
日
本
に
来
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ま
た
日
本
人
の
血
の
中
に
混
ざ

っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
じ
つ
は
日
本
の
文
化
・
伝
統
の
根
幹
を
形
成
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
も

ま
た
、「
日
ユ
同
祖
論
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
そ
の
日
ユ
同
祖
論
の
論
点
の
幾
つ
か
を
読
者
に
紹
介
し

て
い
る
。

　
本
書
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
お
も
に
ノ
ー
マ
ン
・
マ
ク
レ
オ
ド
の
『「
日
本
古
代
史
の
縮
図
」
の
た
め
の
挿
し
絵
集
』

の
も
の
を
使
っ
た
。
こ
の
挿
し
絵
集
は
、
一
八
七
七
年
に
彼
が
京
都
に
お
い
て
、
英
語
で
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

マ
ク
レ
オ
ド
の
『
挿
し
絵
集
』
内
の
挿
し
絵
は
、
す
べ
て
本
書
の
中
に
収
め
て
あ
る
。

　
マ
ク
レ
オ
ド
は
そ
の
二
年
前
に
、『
日
本
古
代
史
の
縮
図
』
と
い
う
本
を
出
版
し
て
い
る
。「
日
ユ
同
祖
論
の
古

典
」
と
も
呼
ば
れ
る
本
で
あ
る
。
彼
は
日
本
の
各
地
を
め
ぐ
り
歩
き
、
日
本
の
伝
統
と
日
本
人
を
観
察
す
る
中
で
、

一
つ
の
考
え
を
持
つ
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
人
は
基
本
的
に
三
つ
の
異
な
っ
た
民
族
か
ら
な
る
、
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
民
族
と
は
、

　
1
、
ア
イ
ヌ
民
族
│
│
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
原
住
民

　
2
、
小
人
族
│
│
南
方
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
の
原
住
民
（
マ
レ
ー
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
）

　
3
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
人

　
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
考
え
を
『
日
本
古
代
史
の
縮
図
』
の
タ
イ
ト
ル
で
本
に
ま
と
め
、
一
八
七
五
年
に
長
崎
に
お

い
て
英
語
で
出
版
し
た
﹇
そ
の
日
本
語
版
は
現
在
、
た
ま
出
版
か
ら
『
天
皇
家
と
イ
ス
ラ
エ
ル
十
支
族
の
真
実
』
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（
高
橋
良
典
編
）
の
名
で
出
版
さ
れ
て
い
る
﹈。

　
こ
の
本
は
、
今
も
ユ
ダ
ヤ
人
を
は
じ
め
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
失
わ
れ
た
十
部
族
」
研
究
者
、
日
ユ
同
祖
論
者
な
ど

の
間
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ラ
ビ
・
Ｍ
・
ト
ケ
イ
ヤ
ー
の
本
の
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
一
方
『
ユ
ダ
ヤ
大
百

科
事
典
』
の
「
日
本
」
の
項
（
本
書
巻
末
資
料
）
で
も
、
マ
ク
レ
オ
ド
の
本
か
ら
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
。

　
マ
ク
レ
オ
ド
の
本
の
中
に
は
、
し
ば
し
ば
日
本
語
力
不
足
等
か
ら
来
る
誤ご

謬び
ゆ
う

や
誤
解
も
み
ら
れ
る
が
、
日
本
と
日

本
人
を
観
察
し
て
、
そ
こ
に
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
影
響
を
見
た
と
い
う
彼
の
主
張
に
は
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
マ
ク
レ
オ
ド
の
こ
の
『
日
本
古
代
史
の
縮
図
』
刊
行
の
二
年
後
に
彼
が
出
版
し
た
『
挿
し
絵
集
』
に
は
、
そ
の
本

の
た
め
の
数
々
の
挿
し
絵
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
当
時
の
日
本
人
画
家
が
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
マ

ク
レ
オ
ド
自
身
が
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
絵
は
、
外
国
に
日
本
を
紹
介
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、

約
一
三
〇
年
も
前
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
貴
重
な
も
の
も
多
い
。

　
本
書
で
は
、
そ
の
挿
し
絵
集
を
基
調
に
、
日
ユ
同
祖
論
的
観
点
か
ら
幾
つ
か
解
説
を
加
え
て
み
た
。

　
第
一
部
で
は
、
マ
ク
レ
オ
ド
の
主
張
だ
け
で
な
く
、
広
く
そ
の
後
の
日
ユ
同
祖
論
者
た
ち
の
研
究
や
、
私
の
研
究

成
果
か
ら
、
幾
つ
か
の
興
味
深
い
事
柄
を
解
説
し
た
。
と
く
に
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
ユ
ニ
コ
ー
ン
」（
一
角

獣
）
と
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
関
わ
り
や
、
マ
ク
レ
オ
ド
が
「
ユ
ダ
ヤ
人
タ
イ
プ
の
日
本
人
」
と
呼
ぶ
も
の
な
ど
に
は
、

興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
第
二
部
で
は
、
マ
ク
レ
オ
ド
の
『
挿
し
絵
集
』
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
彼
自
身
の
解
説
文
を
掲
載
し
た
。
そ

の
多
く
は
、
外
国
人
旅
行
者
の
た
め
の
日
本
案
内
と
も
な
っ
て
い
る
。



6

　
マ
ク
レ
オ
ド
の
『
挿
し
絵
集
』
の
挿
し
絵
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
短
い
英
語
解
説
文
も
つ
い
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
は

英
語
を
よ
く
知
ら
な
い
当
時
の
日
本
人
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
つ
づ
り
な
ど
に
は
不
完
全
な
と
こ
ろ
も

あ
る
。
ま
た
本
書
で
挿
し
絵
に
つ
け
た
日
本
語
の
説
明
の
多
く
は
、
マ
ク
レ
オ
ド
自
身
が
つ
け
た
説
明
を
訳
出
し
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
必
要
に
応
じ
て
私
が
つ
け
加
え
た
説
明
も
あ
る
。

　
第
三
部
で
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
オ
ド
ル
ム
教
授
が
一
九
三
二
年
に
行
な
っ
た
講
演
を
掲
載
し
た
。
彼
も
ま
た
、
マ

ク
レ
オ
ド
と
同
様
、
日
ユ
同
祖
論
者
で
あ
る
。
明
治
時
代
の
日
本
に
来
て
、
こ
れ
ほ
ど
熱
心
に
日
ユ
同
祖
論
を
説
い

た
カ
ナ
ダ
人
が
い
た
こ
と
も
興
味
深
い
。

　
本
書
が
、
読
者
の
宝
の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
二
〇
〇
四
年
六
月
三
〇
日 

久
保
有
政　
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新
装
版　
ま
え
が
き

　
こ
の
た
び
、
本
書
の
新
装
版
を
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
出
版
し
て
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
で
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
っ

て
い
る
。

　
こ
の
本
に
は
、
明
治
時
代
初
期
の
日
本
で
マ
ク
レ
オ
ド
が
集
め
た
多
く
の
貴
重
な
挿
し
絵
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
す
べ
て
は
、
日
本
と
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
関
係
を
研
究
し
て
い
る
者
た
ち
に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
貴
重
な

も
の
だ
。

　
本
書
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
日
ユ
（
日
本
ユ
ダ
ヤ
）
同
祖
論
」
ま
た
は
「
古
代
日
本
ユ
ダ
ヤ
人
渡
来
説
」
の
主
な
論

点
を
も
、
ま
と
め
て
あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
の
日
本
に
イ
ス
ラ
エ
ル
人
（
ユ
ダ
ヤ
人
）
が
渡
来
し
、
日
本
の
中
心

的
な
伝
統
文
化
を
形
成
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
説
は
も
と
も
と
、
日
本
人
自
身
が
唱
え
た
も
の
で
は
な
い
。
マ
ク
レ
オ
ド
を
初
め
、
ド
イ
ツ
人
の
エ
ン
ゲ
ル

ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
ラ
ビ･

マ
ー
ヴ
ィ
ン･

ト
ケ
イ
ヤ
ー
、
ヨ
セ
フ
・
ア
イ
デ
ル
バ
ー
グ
ら
、
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外
国
人
が
ま
ず
唱
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
鎖
国
時
代
の
日
本
に
来
て
出
島
に
滞
在
し
、
日
本
人
を
観
察
し
た
医
師
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト･

ケ
ン
ペ
ル

（
１
６
５
１
〜
１
７
１
６
年
）
は
、
そ
の
著
『
日
本
誌
』
の
中
に
、

「
日
本
人
は
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
地
方
に
い
た
民
族
の
一
つ
が
、
直
接
こ
の
島
国
に
移
住
し
て
き
た
も
の
に
違
い
な
い
」

　
と
書
い
た
。

　
の
ち
に
、
19
世
紀
に
な
っ
て
明
治
初
頭
に
、
日
本
政
府
の
お
雇
い
教
師
と
な
っ
て
来
日
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人

マ
ク
レ
オ
ド
は
、「
バ
ビ
ロ
ニ
ア
地
方
」（
ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
の
あ
っ
た
地
域
）
か
ら
来
た
そ
の
民
族
と
は
、
い
わ
ゆ
る

「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
失
わ
れ
た
10
部
族
」
だ
と
し
た
。

　
マ
ク
レ
オ
ド
は
そ
れ
を
、
多
く
の
例
証
を
も
っ
て
解
説
し
て
い
る
。
た
だ
し
マ
ク
レ
オ
ド
も
、
日
本
人
が
全
員
、

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
子
孫
だ
と
書
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
日
本
人
は
、
様
々
な
渡
来
人
が
混
ざ
り
合
っ
て
出
来
た
民
族
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
様
々
な
渡
来
人
の
中
に
、
古

代
イ
ス
ラ
エ
ル
人
た
ち
も
い
た
。
そ
し
て
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
日
本
の
天
皇
制
や
神
道
、
ま
た
風
習
や
伝
統
文
化

の
多
く
と
い
っ
た
、
日
本
人
に
と
っ
て
最
も
中
心
的
な
も
の
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
マ
ク
レ
オ
ド
の
研
究
等
に
刺
激
さ
れ
、
の
ち
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
ト
ケ
イ
ヤ
ー
、
ア
イ
デ
ル
バ
ー
グ
ら
も
、

実
際
に
日
本
で
調
査
検
証
し
て
多
く
の
優
れ
た
研
究
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
今
日
も
様
々
な
ユ
ダ

ヤ
人
や
、
日
本
人
、
ま
た
外
国
人
学
者
な
ど
の
間
に
続
い
て
い
る
。

　
日
本
の
伝
統
文
化
も
、
も
と
は
と
い
え
ば
渡
来
人
が
も
た
ら
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。「
騎
馬
民
族
征
服
説
」
で
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有
名
な
江
上
波
夫
・
東
大
名
誉
教
授
も
、

「
日
本
列
島
で
人
類
は
発
生
し
て
い
な
い
。
日
本
人
は
み
な
渡
来
人
の
子
孫
で
あ
る
」

　
と
書
い
て
い
る
。
私
た
ち
は
渡
来
人
の
子
孫
だ
。
ど
ん
な
渡
来
人
で
あ
っ
た
の
か
。
本
書
は
そ
れ
を
知
る
う
え
で
、

多
く
の
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

　
じ
つ
は
最
近
で
は
、
遺
伝
子
研
究
か
ら
も
、
日
本
人
は
特
殊
な
遺
伝
子
を
持
っ
た
渡
来
人
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。

　
遠
い
先
祖
を
み
る
う
え
で
は
、
よ
く
Ｙ
染
色
体
（
男
性
が
持
つ
）
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
用
い
ら
れ
る
。
Ｙ
染
色
体
に
は
い

ろ
い
ろ
な
系
統
が
あ
っ
て
、
日
本
人
の
う
ち
40
％
近
く
は
Ｙ
染
色
体
Ｄ
系
統
の
持
ち
主
で
あ
る
。
ま
た
50
％
は
Ｏ
系

統
で
あ
り
、
残
り
約
10
％
は
他
の
系
統
だ
。

　
日
本
人
の
約
半
分
を
占
め
る
Ｏ
系
統
は
、
ア
ジ
ア
で
は
典
型
的
な
も
の
で
あ
り
、
実
際
、
中
国
人
や
韓
国
人
等
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
Ｏ
系
統
で
あ
る
。
だ
か
ら
Ｏ
系
統
の
人
々
は
、
彼
ら
と
同
系
統
の
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
Ｄ
系
統
は
世
界
の
中
で
も
、
ま
た
ア
ジ
ア
の
中
で
も
た
い
へ
ん
珍
し
い
。
中
国
人
や
韓
国
人
に
は
ほ

と
ん
ど
Ｄ
系
統
が
な
い
の
だ
。
そ
の
Ｄ
系
統
が
、
日
本
人
に
は
40
％
近
く
も
あ
る
。

　
そ
し
て
Ｄ
系
統
は
、
世
界
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
グ
ル
ー
プ
が
持
つ
Ｅ
系
統
と
、
じ
つ
は
「
近
縁
同
祖
」
な
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
Ｄ
Ｅ
系
統
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
Ｄ
系
統
と
Ｅ
系
統
に
分
か
れ
た
。

　
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
血
を
引
く
サ
マ
リ
ア
人
の
間
で
生
き
て
き
た
レ
ビ
族
の
人
々
（
祭
司
）
も
、
Ｅ
系
統
で
あ

る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
今
も
残
る
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
失
わ
れ
た
10
部
族
の
末
裔
の
多
く
は
、
Ｅ
系
統
な
い
し
Ｄ
系
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統
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
今
日
の
ユ
ダ
ヤ
人
も
、
世
界
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
Ｅ
系
統
が
大
変
多
い
。

　
こ
の
よ
う
に
遺
伝
子
の
面
で
も
、
渡
来
人
の
子
孫
で
あ
る
日
本
人
は
、
彼
ら
と
強
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
が
私
た
ち
日
本
人
と
強
い
つ
な
が
り
を

持
っ
て
い
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
。
そ
れ
ら
の
判
断
は
、
読
者
自
身
が
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
２
０
１
８
年
５
月
２
日

 

久
保
有
政　
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本
固
有
文
明
の
謎
は
ユ
ダ
ヤ
で
解
け
る　
目
次

ま
え
が
き

新
装
版　
ま
え
が
き

第
一
部　

日
本
の
中
に
生
き
る
古
代
ユ
ダ
ヤ　
久
保
有
政

皇
室
「
菊
の
御
紋
」
と
エ
ル
サ
レ
ム
「
ヘ
ロ
デ
門
の
紋
」
は
な
ぜ
同
じ
な
の
か

知
ら
れ
ざ
る
皇
室
の
紋
章
「
獅ラ
イ
オ
ン子
と
一ユ
ニ
コ
ー
ン

角
獣
」
の
意
味
す
る
も
の

祇
園
祭
と
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
祭
は
同
じ
も
の
で
あ
る

時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
顕
著
「
ユ
ダ
ヤ
人
タ
イ
プ
」
の
日
本
人
と
は

神
道
の
神
事
「
日
本
の
相
撲
」
の
起
源
は
聖
書
に
あ
る

蛇
信
仰

37182039506771



赤
穂
四
十
七
士
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
精
神
と
酷
似
し
て
い
る

結
婚
式
に
も
日
ユ
共
通
点
あ
り

京
都
御
所
で
の
罪
の
贖あ
が
な

い
の
儀
式

日
本
の
神
社
の
大
半
は
秦
氏
が
創
建
し
て
い
た

神
道
の
元
は
一
神
教

日
本
神
道
は
も
と
も
と
唯
一
の
神
を
信
じ
て
い
た

日
本
固
有
「
造
化
三
神
」
と
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
「
三
位
一
体
神
」

「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
」
が
「
神
道
」
と
最
も
よ
く
似
て
い
る

「
ひ
い
、
ふ
う
、
み
い
…
…
」
は
ヘ
ブ
ル
語

神
道
用
語
に
な
っ
た
ヘ
ブ
ル
語

八や

咫た
の

鏡か
が
み

の
ヘ
ブ
ル
語

「
ア
マ
テ
ラ
ス
」
と
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
太
陽
崇
拝

天
皇
家
と
エ
フ
ラ
イ
ム
族

仏
教
渡
来
と
共
に
も
た
ら
さ
れ
た
金
ピ
カ
の
仏
像

日
本
の
歴
史
の
書
き
換
え

77828894100105113118126131137147152161164



第
二
部　

ノ
ー
マ
ン
・
マ
ク
レ
オ
ド
の「
日
本
案
内
」　
ノ
ー
マ
ン
・
マ
ク
レ
オ
ド
著　
久
保
有
政
訳

世
界
一
古
い
日
本
の
王
朝

神
道
の
起
源

日
本
の
バ
ア
ル

祖
先
崇
拝
、
英
雄
崇
拝

太
陽
神
崇
拝

日
本
研
究
、
神
道
研
究

歴
代
の
天
皇
と
そ
の
墓

長
崎

神
戸

大
阪

奈
良

京
都

東
海
道

東
京

178185188190194200210222226230237240261276



教
育

医
薬
と
医
院

軍
隊
と
警
察

鉄
道
、
電
信
、
郵
便
、
灯
台

第
三
部　

日
本
人
と
は
誰
か　
エ
ド
ワ
ー
ド
・
オ
ド
ル
ム
教
授　
久
保
有
政
訳

解
説
と
講
演

日
本
の
繁
栄
の
秘
密

日
本
の
秘
密
は
そ
の
先
祖
に
あ
る

日
本
に
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
起
源
の
機
具

ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ヘ
ブ
ル
語
の
墓
碑
銘

ア
マ
テ
ラ
ス
と
は
何
か

日
本
の
聖
な
る
雄
牛

日
本
に
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
絵

日
本
の
中
の
「
イ
ス
ラ
エ
ル
」

282285286287290293294296299301303305308



下
に
横
た
わ
る
大
い
な
る
水
の
祝
福

日
本
に
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
的
な
楽
器

日
の
丸
の
起
源

聖
な
る
黒
い
雄
牛

武
士
の
起
源

資

料　

ユ
ダ
ヤ
百
科
事
典
に
記
さ
れ
た
「
日
本
」　
久
保
有
政

あ
と
が
き

推
薦
図
書
と
参
考
文
献

310313316318322329331



イ
ラ
ス
ト
は
、
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
は
ノ
ー
マ
ン
・

マ
ク
レ
オ
ド
の『「
日
本
古
代
史
の
縮
図
」
の
た
め
の
挿

し
絵
集
』
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
（
写
真
類
を
除
く
）。

第
一
部　
　

日
本
の
中
に
生
き
る
古
代
ユ
ダ
ヤ　
　
久
保
有
政
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皇
室
「
菊
の
御
紋
」
と
エ
ル
サ
レ
ム
「
ヘ
ロ
デ
門
の
紋
」
は
な
ぜ
同
じ
な
の
か

王
家
の
マ
ー
ク
と
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル

　
日
本
の
皇
室
の
紋
章
と
言
え
ば
、
菊
の
御
紋
で
あ
る
。
中
央
の
小
さ
な
円
と
、
そ
の
ま
わ
り
の
一
六
枚
の
花
び
ら

と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
菊
の
御
紋
は
、
古
く
か
ら
の
伝
統
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
古
い
時
代
の
菊
の
紋
章
を

見
て
み
る
と
│
│
こ
の
紋
章
は
中
央
の
円
が
も
う
少
し
大
き
く
、
菊
と
い
う
よ
り
は
ヒ
マ
ワ
リ
に
似
た
形
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
ヘ
ロ
デ
門
上
部
に
今
も
あ
る
紋
章
と
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
形
を
し
て
い
る
。
エ

ル
サ
レ
ム
の
ヘ
ロ
デ
門
の
紋
章
も
、
や
は
り
一
六
枚
の
花
び
ら
で
あ
り
、
日
本
の
皇
室
の
紋
章
（
一
六
菊
花
紋
）
と

同
じ
で
あ
る
。
こ
の
形
は
、
中
近
東
地
域
で
は
、
古
代
か
ら
あ
ち
こ
ち
で
用
い
ら
れ
て
い
た
マ
ー
ク
だ
っ
た
。
も
っ

と
も
、
中
近
東
の
マ
ー
ク
は
、「
菊
の
紋
」
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
昔
、
菊
は
な
か
っ
た
。
こ

の
形
は
、
古
代
の
イ
ス
ラ
エ
ル
や
中
近
東
地
域
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
一
種
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
メ
ー

ル
の
遺
跡
に
も
、
多
数
見
ら
れ
る
。
エ
ジ
プ
ト
で
も
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
も
、
同
じ
マ
ー
ク
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
い
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ず
れ
も
、
王
家
に
か
か
わ
る
マ
ー
ク
と
し
て
よ
く
用

い
ら
れ
て
い
た
。

　
以
前
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
と
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
記
者
が
、
イ
ラ
ク
の
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
大
統

領
の
腕
輪
の
デ
ザ
イ
ン
が
一
六
菊
花
紋
で
あ
る
の
を

見
て
、
大
統
領
に
、「
閣
下
の
紋
章
は
、
日
本
の
皇

室
の
物
と
よ
く
似
て
お
り
ま
す
が
、
何
か
日
本
と
関

係
が
あ
る
の
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
。
す
る
と
サ
ダ

ム
・
フ
セ
イ
ン
大
統
領
は
、「
こ
の
紋
章
は
、
我
が

国
の
祖
先
が
世
界
最
古
の
文
明
を
築
い
た
シ
ュ
メ
ー

ル
王
朝
時
代
に
用
い
て
い
た
、
王
家
の
紋
章
だ
」
と

答
え
た
と
い
う
。

　
一
六
菊
花
紋
は
、
中
近
東
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
に
か

け
て
用
い
ら
れ
た
王
家
の
紋
章
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
な
ぜ
、
日
本
の
皇
室
の
紋
章
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

こ
れ
は
日
本
の
皇
室
と
中
近
東
と
の
つ
な
が
り
を
示

す
一
つ
の
事
柄
で
あ
る
。

エルサレムのヘロデ門上部にあるマーク。
一六菊花紋に似ている。

錦の御旗にある皇室の菊の紋。
一六菊花紋である。
（東京国立博物館蔵）



20

知
ら
れ
ざ
る
皇
室
の
紋
章
「
獅ラ
イ
オ
ン子
と
一ユ
ニ
コ
ー
ン

角
獣
」
の
意
味
す
る
も
の

そ
れ
は
ユ
ダ
（
獅
子
）
と
イ
ス
ラ
エ
ル
（
一
角
獣
）
を
表
す
の
か

　
日
本
の
神
社
を
見
る
と
、
そ
の
参
道
の
両
脇
や
拝
殿
の
前
な
ど
に
、
一
対
の
「
狛こ
ま

犬い
ぬ

」
が
座
し
て
い
る
。
狛
犬
を

「
偶
像
」
と
思
う
人
も
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
偶
像
で
は
な
い
。
人
々
が
そ
れ
を
神
と
し
て
拝
む
こ
と
は
な
い
の
で
あ

る
。
狛
犬
は
、
神
社
の
守
り
役
と
し
て
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
狛
犬
は
、
も
と
も
と
「
高こ

麗ま

犬い
ぬ

」、
す
な
わ
ち
朝
鮮
半
島
か
ら
来
た
犬
、
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
朝
鮮
半
島
で
は
、
そ
れ
は
中
国
の
犬
（
唐か
ら

獅じ

子し

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
中
国
で
は
、
ペ
ル
シ
ャ
の
犬

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
中
国
で
「
狛
」
は
、
中
華
思
想
（
中
国
が
世
界
の
中
心
だ
と
す
る
思
想
）
に
よ
り
、「
周
辺
の
野
蛮
な
地
」
を
指
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
中
国
に
お
け
る
「
狛
犬
」
は
、
中
国
の
外
の
野
蛮
な
異
国
の
地
に
棲
む
正
体
不
明
の

怪
し
い
犬
の
よ
う
な
動
物
、
く
ら
い
の
意
味
だ
っ
た
。
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す
な
わ
ち
「
狛
犬
」
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
し
、
ペ
ル
シ
ャ
や
エ
ジ
プ
ト
方
面
の
中
近
東
か
ら
や
っ
て
来
た
も

の
で
あ
る
。
考
古
学
者
は
、
狛
犬
は
も
と
も
と
中
近
東
か
ら
来
た
こ
と
を
、
一
致
し
て
認
め
て
い
る
。

　
以
前
、
私
は
岐
阜
県
下げ

呂ろ

町
に
あ
る
「
狛
犬
博
物
館
」
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
狛
犬
の
起
源

は
中
近
東
で
あ
る
と
、
詳
し
い
図
入
り
で
解
説
さ
れ
て
い
た
。

　
中
近
東
の
様
々
な
古
代
神
殿
か
ら
、
日
本
と
同
じ
よ
う
な
狛
犬
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
中
近
東
地
域

の
神
殿
や
王
宮
の
狛
犬
の
起
源
は
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
に
あ
る
。

　
紀
元
前
一
〇
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
ソ
ロ
モ
ン
の
神
殿
に
は
、
獅し

子し

の
レ
リ
ー
フ
が
あ
り
（
第
一
列
王
記
七
章
三
六

節
）、
ま
た
ソ
ロ
モ
ン
の
王
宮
の
王
座
の
わ
き
に
は
、
二
頭
の
獅
子
像
が
あ
っ
た
。

「
そ
の
王
座
…
…
の
ひ
じ
か
け
の
わ
き
に
は
、
二
頭
の
雄
獅
子
が
立
っ
て
い
た
。
ま
た
十
二
頭
の
雄
獅
子
が
、
六
つ

の
段
の
両
側
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
物
は
、
ど
こ
の
王
国
で
も
作
ら
れ
た
た
め
し
が
な
か
っ
た
」（
同
一
〇

章
一
九
節
）。

　
こ
の
風
習
は
、
中
近
東
の
あ
ち
こ
ち
に
広
ま
り
、
イ
ン
ド
に
伝
わ
り
、
ま
た
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
に
も
伝
わ

っ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
狛
犬
に
は
、
他
の
国
の
も
の
と
は
異
な
る
幾
つ
か
の
特
長
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
第
一
に
、
日
本
の
狛
犬
は
、「
阿あ

吽う
ん

」
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
方
が
口
を
開

け
（「
あ
」
の
発
音
の
形
）、
一
方
が
口
を
閉
じ
て
い
る
（「
ん
」
の
発
音
の
形
）。
阿
吽
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
日
本

特
有
の
形
式
で
、
中
国
の
獅
子
像
な
ど
は
阿
吽
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
ま
た
第
二
に
、
日
本
の
狛
犬
は
正
確
に
い
う
と
、
向
か
っ
て
右
側
が
「
獅
子
」
で
あ
り
、
一
方
、
左
側
が
「
狛
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犬
」
な
の
で
あ
る
。

　
今
日
で
は
、
ふ
た
つ
を
混
同
し
て
双
方
と
も
「
狛
犬
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
も
と
も
と
左
右
は
別
の
も

の
で
あ
っ
た
。

　
右
側
が
獅
子
（
ラ
イ
オ
ン
）
で
あ
り
、
左
側
が
「
狛
犬
」
と
呼
ば
れ
る
動
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
獅

子
と
狛
犬
」
で
あ
る
。
平
安
時
代
な
ど
に
は
、
両
者
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。

　
獅
子
は
、
頭
部
が
毛
に
お
お
わ
れ
た
猛
獣
、
す
な
わ
ち
ラ
イ
オ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
ラ
イ
オ
ン
は
昔
の
日
本
に
は

一
頭
も
い
な
か
っ
た
（
今
日
で
も
動
物
園
と
サ
ー
カ
ス
団
く
ら
い
に
し
か
い
な
い
）。
そ
の
い
な
か
っ
た
ラ
イ
オ
ン
が
、

な
ぜ
古
代
か
ら
日
本
の
神
社
の
守
り
役
と
し
て
鎮
座
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　
日
本
に
は
、「
獅し

子し

舞ま
い

」
な
ど
の
文
化
も
あ
る
が
、
右
側
に
座
す
獅
子
と
も
ど
も
、
こ
れ
ら
は
海
外
か
ら
来
た
も

の
で
あ
る
。

　
で
は
、
左
側
に
座
し
て
「
狛
犬
」
と
呼
ば
れ
た
動
物
の
正
体
は
、
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
が
、
じ
つ
は

ユ
ニ
コ
ー
ン
（
一
角
獣
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

皇
室
と
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
起
源

　
ユ
ニ
コ
ー
ン
は
、
頭
に
角
が
一
つ
あ
る
動
物
で
あ
る
。
架
空
の
動
物
、
想
像
上
の
動
物
な
の
だ
が
、
日
本
の
皇
室

と
神
社
に
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
皇
居
は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
東
京
に
移
る
以
前
は
、
京
都
に
あ
っ
た
。
京
都
御
所
が
旧
皇
居
で
あ
る
が
、
そ
の
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下鴨神社（京都市左京区）。上賀茂神社とともに秦氏に深くかかわっており、天皇家の祭儀を執
り行ってきた。そこには、本殿の前に立派なユニコーンと獅子が座している。

下鴨神社（京都）にあるユニコーン。見事な角が一つある。（社殿の左側。右側は獅子である）
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清せ
い

涼り
よ
う

殿で
ん

に
あ
る
天
皇
の
座
の
前
に
は
、
獅し

子し

（
ラ
イ
オ
ン
）
と
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
像
が
あ
っ
た
。
平
凡
社
『
世
界
大

百
科
事
典
』
に
、
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

「
平
安
時
代
に
は
…
…
た
と
え
ば
清
涼
殿
の
御
帳
前
や
天
皇
や
皇
后
の
帳ち

よ
う

帷
か
た
び
ら

の
鎮ち
ん

子ず

に
は
、
獅
子
と
狛
犬
が
置
か

れ
、
口
を
開
い
た
の
を
獅
子
と
し
て
左
に
置
き
、
口
を
閉
じ
頭
に
一
角
を
持
つ
も
の
（
人
の
邪
正
を
よ
く
知
る
と
い

う
獬か

い

豸ち

と
言
わ
れ
る
獣
）
を
狛
犬
と
し
て
右
に
置
い
た
」（
狛
犬
の
項
）

　
か
つ
て
京
都
で
天
皇
家
の
祭
儀
を
行
な
っ
て
い
た
下し

も

鴨が
も

神
社
に
も
私
は
行
っ
て
み
た
が
、
そ
の
拝
殿
前
に
も
、
立

派
な
ユ
ニ
コ
ー
ン
が
見
ら
れ
た
。
左
側
に
座
す
狛こ
ま

犬い
ぬ

の
頭
に
、
太
く
長
い
角
が
あ
る
。

　
天
皇
の
即
位
式
で
使
わ
れ
る
「
高た
か

御み

座く
ら

」
に
も
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
。

　
日
本
の
皇
室
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
こ
の
ユ
ニ
コ
ー
ン
に
着
目
し
た
の
が
、
ノ
ー
マ
ン
・
マ
ク
レ
オ
ド
だ
っ
た
。
彼

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
商
人
で
、
明
治
時
代
の
文
明
開
化
の
時
期
に
日
本
に
や
っ
て
来
て
、
な
が
く
日
本
に
滞
在
し

た
。

　
マ
ク
レ
オ
ド
は
、「
日
ユ
同
祖
論
」（
日
本
・
ユ
ダ
ヤ
同
祖
論
）
の
古
典
と
も
言
わ
れ
る
『
日
本
古
代
史
の
縮
図
』

を
著
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
二
年
後
、
こ
の
本
の
た
め
の
『
挿
し
絵
集
』
を
出
版
し
た
。
こ
の
挿
し
絵
集
は
、

マ
ク
レ
オ
ド
が
当
時
の
日
本
で
収
集
し
た
絵
を
一
冊
の
本
に
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
中
に
日
本
の
皇
室
の
ユ
ニ
コ
ー

ン
の
図
が
幾
つ
か
あ
る
。

　
一
つ
興
味
深
い
の
は
、
獅
子
と
ユ
ニ
コ
ー
ン
が
盾た
て

を
左
右
か
ら
支
え
て
い
る
図
柄
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人

で
あ
る
マ
ク
レ
オ
ド
に
は
、
す
ぐ
こ
れ
が
目
に
入
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ユ
ニ
コ
ー
ン
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ジ
ェ
ー



25第一部　日本の中に生きる古代ユダヤ

マクレオドはこの図柄を「イスラエルとユダの統一紋章」と解した。両側の動物は、右が獅子、
左はユニコーン（一角獣）である。両者に挟まれた中央上部に天皇の王冠が描かれている（27ペ
ージも参照）。こうした獅子とユニコーンの組み合わせは、京都御所（旧皇居）や、太閤秀吉の
宮殿の門にも見られる［『ソロモン宮殿の石と日本の皇室紋章』（スミス聖書事典）より］。
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ム
ズ
一
世
（
一
五
六
六
〜
一
六
二
五
年
）
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
王
家
の
紋
章
も
、
獅
子
と
ユ
ニ

コ
ー
ン
が
盾
を
左
右
か
ら
支
え
て
い
る
図
柄
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
日
本
の
皇
室
の
こ
の
図
柄
は
、
イ
ギ
リ
ス
王
家
の
紋
章
に
よ
く
似
て
い
る
。
で
は
、
日
本
の
皇
室
の
図
柄
は
、
イ

ギ
リ
ス
王
家
の
紋
章
を
真
似
た
も
の
な
の
か
、
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
違
い
が
幾
つ
か
あ
る
。

　
日
本
の
皇
室
の
図
柄
に
お
い
て
、
盾
の
中
に
は
菊
の
御
紋
と
、
小
さ
な
獅
子
の
絵
が
一
二
あ
る
。
ま
た
盾
の
上
の

王
冠
は
、
天
皇
の
王
冠
だ
が
、
そ
こ
に
も
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
図
柄
が
あ
る
。

　
ま
た
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
獅
子
と
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
組
み
合
わ
せ
は
、
神
社
の
一
対
の
狛
犬
と
し
て
も
古
く
か
ら

日
本
に
存
在
し
て
い
た
。
平
安
時
代
の
皇
居
に
も
、
そ
れ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
王
家
の
紋
章
が
で
き
る
よ

り
も
、
ず
っ
と
前
の
こ
と
だ
。

　
獅
子
と
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
組
み
合
わ
せ
は
、
は
じ
め
に
天
皇
家
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
の
ち
に
神
社
で
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
今
も
神
社
に
よ
っ
て
は
、
左
側
の
狛
犬
の
頭
に
角
が
あ
る
。

　
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
起
源
は
、
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
ユ
ニ
コ
ー
ン
は
、
昔
「
か
い
ち
」（
獬
豸
）
と
呼
ば
れ
た
。

ま
た
も
っ
と
古
く
、
中
国
で
は
「
じ
」（
兕
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
日
本
に
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
と
い
う
ビ
ー
ル
会
社
が
あ
る
。
こ
の
「
キ
リ
ン
」
は
、
あ
の
首
の
長
い
動
物
の
こ

と
で
は
な
い
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
ラ
ベ
ル
を
見
る
と
、
首
が
短
く
、
頭
に
角
が
一
つ
あ
る
動
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
漢
字
で
「
麒
麟
」
と
書
き
、
中
国
の
想
像
上
の
動
物
で
、
や
は
り
ユ
ニ
コ
ー
ン
で
あ
る
。

　
ユ
ニ
コ
ー
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
や
文
学
に
も
、
よ
く
登
場
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
制
御
し
が
た
い
ユ
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25ページの図柄の中央部分の拡大。中央上部は天皇の王冠で、わかりにくいかもしれないが、や
はりユニコーンが描かれている。王冠の下には、一六菊花紋と、12頭の獅子がいる（10頭の獅子
と 2頭の子獅子）。「これはイスラエルの12部族に由来するものか」とマクレオドは言う。
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ダ
ヤ
人
を
表
す
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
そ
の
起
源
は
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
に
あ
る
。
ユ
ニ
コ
ー
ン
は
も
と
も
と
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
一
二
部
族
の
一
つ
「
ヨ
セ
フ
族
」
の
紋
章
、
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ヨ
セ
フ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
父
祖
ヤ
コ
ブ
の
本
妻
ラ
ケ
ル
か
ら
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
。
こ
の
ヨ
セ
フ
族
か
ら

出
た
「
エ
フ
ラ
イ
ム
族
」
は
、
の
ち
の
北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
一
〇
部
族
の
王
家
の
部
族
と
な
っ
た
。

　
そ
の
元
の
部
族
＝
ヨ
セ
フ
族
の
紋
章
あ
る
い
は
シ
ン
ボ
ル
は
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
旧
約
聖
書
に
は
ヨ
セ
フ

の
部
族
に
つ
い
て
、

「
彼
の
角
は
野
牛
の
角
。
彼
は
諸
国
の
民
を
角
で
突
き
倒
し
、
地
の
果
て
に
ま
で
進
み
行
く
」（
申
命
記
三
三
章
一
七

節
）

　
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
野
牛
」
が
、
の
ち
に
ヘ
ブ
ル
語
聖
書
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
＝
『
七
〇
人
訳
聖

書
』
に
お
い
て
、「
一
角
獣
』
す
な
わ
ち
ユ
ニ
コ
ー
ン
と
訳
さ
れ
た
。

『
七
〇
人
訳
聖
書
』
は
前
三
世
紀
〜
前
一
世
紀
頃
成
立
し
、
古
代
ユ
ダ
ヤ
人
が
使
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、

そ
れ
以
前
か
ら
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
は
、「
ヨ
セ
フ
の
シ
ン
ボ
ル
は
ユ
ニ
コ
ー
ン
」
と
理
解
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　
の
ち
に
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ラ
テ
ン
語
訳
聖
書
（
ウ
ル
ガ
タ
。
西
暦
四
〇
五
年
頃
成
立
）
で
も
、
こ
の

「
ユ
ニ
コ
ー
ン
」
が
継
承
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
ま
っ
た
。
ユ
ニ
コ
ー
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
白
い
馬
の
よ

う
に
描
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
様
々
な
想
像
が
加
え
ら
れ
て
、
特
殊
な
容
貌
を
持
つ
も
の
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　
ユ
ニ
コ
ー
ン
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
威
光
に
容
易
に
は
服
さ
な
い
野
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京都御所（旧皇居）の清涼殿。天皇の住居であった。ここにも天皇の座の左右に、獅子とユニコ
ーンがあった。

東京・広尾にあるユダヤ教会（シナゴーグ）に、イスラエル12部族の紋章が掲げられているが、
ヨセフの部族の紋章はユニコーン（一角獣）である。
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生
の
力
の
象
徴
と
も
さ
れ
た
。
そ
の
「
野
生
の
力
」
の
最
た
る
も
の
は
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
た
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
ユ
ニ

コ
ー
ン
は
よ
く
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
た
。
し
か
し
、
聖
書
の
「
野
牛
」
が
ユ
ニ
コ
ー
ン
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
ユ

ニ
コ
ー
ン
の
原
型
は
、
ど
う
猛
な
「
野
牛
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
「
一
角
牛
」
で
あ
っ
た
。

　
以
前
、
私
は
東
京
・
広
尾
に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
会
（
シ
ナ
ゴ
ー
グ
）
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
会
堂
内
部
の
真
ん
前

に
は
ト
ー
ラ
ー
の
壇だ
ん

が
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
一
二
部
族
を
表
す
レ
リ
ー
フ
が
彫
っ
て
あ
っ
た
。
ヨ
セ

フ
の
部
族
の
レ
リ
ー
フ
を
見
る
と
、
そ
れ
は
ユ
ニ
コ
ー
ン
＝
一
角
牛
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ユ
ニ
コ
ー
ン
は
、
ヨ
セ
フ
族
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、「
北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
一
〇

部
族
」
の
王
家
の
紋
章
で
も
あ
っ
た
。

　
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
ソ
ロ
モ
ン
王
の
時
代
に
は
統
一
王
国
で
あ
っ
た
が
、
前
九
三
三
年
、「
南
王
国
ユ
ダ
」（
二

部
族
）
と
、「
北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
」（
一
〇
部
族
）
と
に
分
裂
し
た
。
こ
の
北
王
国
の
王
家
は
、
エ
フ
ラ
イ
ム
族
で

あ
り
、
彼
ら
は
ヨ
セ
フ
族
に
属
し
、
そ
の
紋
章
は
ユ
ニ
コ
ー
ン
で
あ
っ
た
（
ヨ
セ
フ
の
子
は
エ
フ
ラ
イ
ム
と
マ
ナ
セ
）。

終
わ
り
の
日
、
日
本
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
と
失
わ
れ
た
一
〇
部
族
が
合
体
す
る
!?

　
興
味
深
い
こ
と
に
日
本
で
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
「
獅
子
と
ユ
ニ
コ
ー
ン
」
の
組
み
合
わ
せ
が
一
対
に
な
っ
て
い

る
。
ユ
ニ
コ
ー
ン
は
、
北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
家
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
で
は
、
も
う
一
方
の
獅
子
は
何
だ
ろ
う

か
。

　
獅
子
は
、
南
王
国
ユ
ダ
の
王
家
の
部
族
＝
ユ
ダ
族
の
シ
ン
ボ
ル
な
の
で
あ
る
。
聖
書
に
、
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［マクレオドの注釈］
（上）（右下）天皇の冠。イスラエルの（ヨセフの）紋章ユニコーンが見られる。
天皇、皇后どちらの冠にも、ソロモン宮殿の遺跡で発見された紋章がついている。
（左下）さばきの冠（天皇は神道の祭儀においてこれをかぶる。）

日本の天皇
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「
ユ
ダ
は
獅
子
の
子
。
…
…
彼
は
雄
獅
子
の
よ
う
に
う
ず
く
ま
り
、
雌
獅
子
の
よ
う
に
身
を
伏
せ
る
」（
創
世
記
四

九
章
九
節
）

　
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
獅
子
は
ユ
ダ
族
の
シ
ン
ボ
ル
、
一
方
ユ
ニ
コ
ー
ン
は
、
ヨ
セ
フ
族
ま
た
エ
フ
ラ
イ
ム
族
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
。
ユ
ダ
族
は
南
王
国
ユ
ダ
の
中
心
、
エ
フ
ラ
イ
ム
族
は
北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
の
中
心
で
あ
る
。
つ
ま

り
神
社
の
「
獅
子
と
狛
犬
」
は
、「
南
北
統
一
イ
ス
ラ
エ
ル
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
解
せ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
旧
約
聖
書
に
は
、
や
が
て
南
王
国
ユ
ダ
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
、
北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
の
失
わ
れ
た
一
〇
部
族
は
終
わ
り

の
日
に
合
体
す
る
、
一
つ
に
な
る
と
の
預
言
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
獅
子
と
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
組
み
合
わ
せ
は
、
マ
ク
レ
オ
ド
に
は
、「（
南
王
国
）
ユ
ダ
と
（
北
王
国
）
イ
ス

ラ
エ
ル
の
統
一
紋
章
」
に
見
え
た
。
先
の
図
の
盾
の
中
の
一
二
の
獅
子
は
ま
た
、
彼
ら
が
計
一
二
部
族
で
あ
る
こ
と

を
具
体
的
に
示
す
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
図
の
説
明
に
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
獅
子
と
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
組
み
合
わ
せ
は
、
南
王
国
ユ
ダ
と
北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
の
回
復
・
合
体
の
夢
を

表
現
し
た
も
の
と
も
思
え
る
の
で
あ
る
。

阿
吽
は
ア
ー
メ
ン

　
さ
ら
に
言
う
な
ら
、
神
社
の
狛
犬
は
、
必
ず
「
阿あ

吽う
ん

」
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
右
側
の
獅
子
は
口
を
開
け

（
阿
）、
左
側
の
狛
犬
は
口
を
閉
じ
て
い
る
（
吽
）。
阿
吽
と
い
う
言
葉
は
、
じ
つ
は
元
は
ヘ
ブ
ル
語
や
ギ
リ
シ
ャ
語

の
「
ア
ー
メ
ン
」
か
ら
来
た
も
の
だ
。


